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＜連絡事項＞
・本日朝に女子トイレ（洋式）が詰まり、現在は改善されています。何日か前に患者様が異物(メガネ)を流してしまったとの情報もありますので、また何かあったときは対応をお願いします。

・外出泊中の各記録について下記のようになりました。
食事、服薬→外出泊を選択　今まで通り
睡眠　　　→良眠になっているので、外出泊を選択
他項目　　→空欄で構いません
また、外泊の看護記録をフローシートに連携づけて下さい。

・2月の定期採血・検尿の日程は2/5(火)～2/8(金)となります。

・病棟ホールのソファーコーナー側の蛍光灯・風呂場のシャワーの点検をしています。　　どちらも壊れているため交換になるそうです。

・本日昼食からセレクトメニューでしたが、いつも栄養課から上がってきている各患者様のセレクトメニュー表がどこにも見当たらず、急遽栄養課に連絡し再度セレクトメニュー表を出してもらっています。以前もセレクトメニュー表が見当たらず今回と同様の対応をしている事がありました。セレクトメニュー表で確認できないと患者様が何を選んだのか分からず配膳や対応ができません。患者様の名前が記載されたもので個人情報でもあります。またこのように他部署を巻き込む形にもなりますので、無くさないよう注意して扱って下さい。今まで定位置の保管場所は確認物の引き出し内でしたが、紛失を防ぐため、栄養課から上がってきたセレクトメニュー表はしばらくは暫定的に詰所内のPCの上に張り付ける事とします。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・内田　都影様～便秘時の継続指示センナリド2Tが20回分処方となっています。

・藤井　純子様～退院時処方は病棟冷蔵庫の上のカゴに入れています。明日10：00の退院予定です。

・五日市　規様～本日、治験評価の診察を行っています。
　　　　　　　　ジプラシドンは(40)→(80)に増量し本日夕から2/6(火)朝まで処方となっています。

・山口　富造様～本日、頭部CTを施行しています。


＜要注目患者様情報＞
・上村　みわ様～朝食後薬のディオバン錠拒否は続いています。血圧は昨日の昼は177/81ｍｍHg、今朝は153/89ｍｍHgです。
　　　　　　　　妄想を理由にプログラムへの参加拒否が続いていましたが、本日は拒否なく参加しています。レストランへの移動拒否もありません。
　　　　　　　　現在は就床前薬のオランザピンOD錠は拒否なく服用しています。今後も精神状態や行動の変化を観察していきましょう。

・上野　千奈津様～自分から訴える事はありませんが、スタッフから問われると「眠気がある」と話しています。他にも疲労感を訴えています。
引き続き、休息を促しながら食事等の生活リズムを崩さないよう声掛け・介入をしていきましょう。

・飯田　修子様～最近は眠気の強さが見られ、プログラムや食事の時に居眠りする事があります。本日は移動前に声掛けは要していますが、プログラムや食事中の居眠りはありません。引き続き、日課等の声掛けをしていきましょう。
　　　　　　　　「内田さんにストーカーされている気がする」と被害的な訴えがあります。現実検討しながら対応していきましょう。

・五日市　規様～治験薬は抵抗なく服用しています。現在は精神・身体状態はともに変化は見られません。本日夕から治験薬増量となったため、引き続き精神状態や行動の変化を観察していきましょう。

・内田　都影様～本日は妄想内容を訴えてくる事はありません。
　　　　　　　　最近、失禁の回数が増えています。本人の羞恥心にも配慮しながら対応していきましょう。

・中川原　義雄様～1/31(水)の定期薬からオランザピンODが減薬となります。診察で手の振戦を訴え、本人が希望しての減薬ですが、本日、スタッフとの会話中に「薬を減らすと気分が上がる事がある…」と本人も気にしている様子がありました。
　　　　　　　　　何かあったらスタッフに話すよう伝えています。今後の精神状態の変化を観察していきましょう。

＜受け持ち患者支援検討＞
佐々木　淳様～介護保険サービス対象の年齢ではない為、種々(デイケア・訪看等)のサービスを利用し自宅で生活していく事を考慮していく方向性でありました。本人の感情の変化が母親に対し負担と恐怖を与えており、自宅外出泊でも母親の制止は聞かず、本人の思うままの多量の飲水などに繋がっています。ここ最近病棟内(レストラン)でも飲水の多さ目立ってきており、それが原因でもあるのか歩行状態もよくはなく、多少易怒的な様子が見られています。まずはケガのないよう病棟移動等注意して見ていきましょう。
